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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　駆動軸と前記駆動軸に設けられた回転力付与部とを有する本体側係合部であって、モー
タにより回転される本体側係合部を備えた電子写真画像形成装置本体から、前記駆動軸の
駆動軸線方向と実質的に直交する取り外し方向に移動して取り外されるカートリッジであ
って、
　潜像を現像するべくローラ軸線を中心に回転可能な現像ローラと、
　前記回転力付与部と係合して前記本体側係合部から前記現像ローラを回転させるための
回転力を受ける回転力受け部と、前記回転力受け部を介して受けた前記回転力を前記現像
ローラへ伝達する回転力伝達部と、を有し、前記本体側係合部から前記回転力を受けるこ
とによりカップリング軸線を中心に回転可能なカップリング部材と、
を有し、
　前記カップリング軸線の前記回転力受け部側が前記回転力伝達部側よりも前記取り外し
方向の上流側に位置するように前記カップリング部材が傾動可能に構成され、この傾動に
より前記カップリング部材が前記本体側係合部から離脱可能となることを特徴とするカー
トリッジ。
【請求項２】
　前記カートリッジの前記取り外し方向への移動に伴って、前記カップリング軸線の前記
回転力受け部側が前記回転力伝達部側よりも前記取り外し方向の上流側に位置するように
前記カップリング部材が傾動し、
　前記カートリッジの前記取り外し方向への更なる移動に伴って、前記カップリング部材
が前記本体側係合部から離脱することを特徴とする請求項１に記載のカートリッジ。
【請求項３】
　前記回転力受け部が前記回転力付与部の前記取り外し方向上流側の背後に位置する際に
は、前記カップリング部材の傾動に伴って前記回転力受け部が前記回転力付与部の前記取
り外し方向上流側の背後から退避することにより、前記カップリング部材が前記本体側係
合部から離脱可能に構成されたことを特徴とする請求項１または２に記載のカートリッジ
。
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【請求項４】
　前記カップリング部材の前記回転力伝達部から前記回転力が伝達される回転力被伝達部
材を有し、
　前記カップリング部材は前記回転力被伝達部材に傾動可能に連結されていることを特徴
とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載のカートリッジ。
【請求項５】
　前記回転力被伝達部材の回転軸線は、前記ローラ軸線と実質一致していることを特徴と
する請求項４に記載のカートリッジ。
【請求項６】
　前記回転力被伝達部材は、前記現像ローラ端部に設けられたことを特徴とする請求項４
または５に記載のカートリッジ。
【請求項７】
　前記回転力被伝達部材の回転軸線は、前記ローラ軸線と一致せず実質平行であることを
特徴とする請求項４に記載のカートリッジ。
【請求項８】
　前記現像ローラ端部に設けられた他の回転力被伝達部材を有し、前記回転力が前記回転
力被伝達部材から前記他の回転力被伝達部材を介して前記現像ローラへ伝達されることを
特徴とする請求項４または７に記載のカートリッジ。
【請求項９】
　前記回転力被伝達部材と前記他の回転力被伝達部材とはギア結合していることを特徴と
する請求項８に記載のカートリッジ。
【請求項１０】
　前記駆動軸はその先端に半球面を有しており、
　前記カップリング部材は、前記カップリング部材が前記本体側係合部から前記回転力を
受けている状態で前記半球面に付勢される凹部を有することを特徴とする請求項１乃至９
のいずれか１項に記載のカートリッジ。
【請求項１１】
　前記凹部は、前記カップリング軸線の前記回転力伝達部側から前記回転力受け部側へ向
かうにしたがって前記カップリング軸線からの距離が広がる広がり部を有しており、
　前記広がり部が前記半球面に付勢されることを特徴とする請求項１０に記載のカートリ
ッジ。
【請求項１２】
　前記カップリング部材は、前記カートリッジの前記取り外し方向への移動に伴って、前
記本体側係合部から力を受けて傾動するように構成されたことを特徴とする請求項１乃至
１１のいずれか１項に記載のカートリッジ。
【請求項１３】
　前記カートリッジの前記取り外し方向への移動に伴って、前記カップリング部材が傾動
するように前記カップリング部材を付勢する傾動補助付勢部材を有することを特徴とする
請求項１乃至１１のいずれか１項に記載のカートリッジ。
【請求項１４】
　前記カートリッジの前記取り外し方向は上方であり、
　前記カップリング部材は、前記カートリッジの前記取り外し方向への移動に伴って、そ
の自重により傾動するように構成されたことを特徴とする請求項１乃至１１のいずれか１
項に記載のカートリッジ。
【請求項１５】
　前記カップリング部材が前記本体側係合部から前記回転力を受けることが可能な状態で
は、前記カップリング軸線が前記ローラ軸線と実質平行であることを特徴とする請求項１
乃至１４のいずれか１項に記載のカートリッジ。
【請求項１６】
　前記カップリング部材が前記本体側係合部から離脱する際に、前記カップリング部材が
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、前記カップリング軸線が前記ローラ軸線となす角度が２０～６０°となるように、傾動
することを特徴とする請求項１乃至１５のいずれか１項に記載のカートリッジ。
【請求項１７】
　前記潜像が形成される感光体に対し前記現像ローラが接離可能に構成され、
　前記装置本体に装着された状態において、前記現像ローラの接離動作に伴い前記カップ
リング部材が傾動するように構成されたことを特徴とする請求項１乃至１６のいずれか１
項に記載のカートリッジ。
【請求項１８】
　前記感光体と、前記装置本体に設けられた他の本体側係合部から受けた回転力を前記感
光体に伝達する他のカップリング部材と、を有することを特徴とする請求項１７に記載の
カートリッジ。
【請求項１９】
　前記他のカップリング部材は、捩れた突起を有することを特徴とする請求項１８に記載
のカートリッジ。
【請求項２０】
　前記他のカップリング部材は、その回転軸線が前記感光体の回転軸線に対し傾斜するよ
うに傾動可能であることを特徴とする請求項１８に記載のカートリッジ。
【請求項２１】
　駆動軸と前記駆動軸に設けられた回転力付与部とを有する本体側係合部であって、モー
タにより回転される本体側係合部を備えた電子写真画像形成装置本体から、前記駆動軸の
駆動軸線方向と実質的に直交する取り外し方向に移動して取り外されるカートリッジであ
って、
　潜像を現像するべくローラ軸線を中心に回転可能な現像ローラと、
　前記回転力付与部と係合して前記本体側係合部から前記現像ローラを回転させるための
回転力を受ける回転力受け部と、前記回転力受け部を介して受けた前記回転力を前記現像
ローラへ伝達する回転力伝達部と、を有し、前記本体側係合部から前記回転力を受けるこ
とによりカップリング軸線を中心に回転可能であり、前記カップリング軸線が前記ローラ
軸線に対して傾斜するように傾動可能なカップリング部材と、
を有し、
　前記回転力受け部が前記回転力付与部の前記取り外し方向上流側の背後に位置する際に
は、前記カップリング部材の傾動に伴って前記回転力受け部が前記回転力付与部の前記取
り外し方向上流側の背後から退避することにより、前記カップリング部材が前記本体側係
合部から離脱可能に構成されたことを特徴とするカートリッジ。
【請求項２２】
　駆動軸と前記駆動軸に設けられた回転力付与部とを有する本体側係合部であって、モー
タにより回転される本体側係合部を備えた電子写真画像形成装置本体から、前記駆動軸の
駆動軸線方向と実質的に直交する取り外し方向に移動して取り外されるカートリッジであ
って、
　潜像を現像するべくローラ軸線を中心に回転可能な現像ローラと、
　前記回転力付与部と係合して前記本体側係合部から前記現像ローラを回転させるための
回転力を受ける回転力受け部と、前記回転力受け部を介して受けた前記回転力を前記現像
ローラへ伝達する回転力伝達部と、を有し、前記本体側係合部から前記回転力を受けるこ
とによりカップリング軸線を中心に回転可能であり、前記カップリング軸線が前記ローラ
軸線に対して傾斜するように傾動可能なカップリング部材であって、前記回転力受け部が
前記回転力付与部の前記取り外し方向上流側の背後に位置する際には、前記カップリング
部材の傾動に伴って前記回転力受け部が前記回転力付与部の前記取り外し方向上流側の背
後から退避することにより、前記本体側係合部から離脱可能なカップリング部材と、
を有することを特徴とするカートリッジ。
【請求項２３】
　前記カートリッジの前記取り外し方向への移動に伴って前記カップリング部材が傾動す
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ることにより、前記回転力受け部が前記回転力付与部の前記取り外し方向上流側の背後か
ら退避可能に構成されたことを特徴とする請求項２１又は２２に記載のカートリッジ。
【請求項２４】
　前記カップリング部材の前記回転力伝達部から前記回転力が伝達される回転力被伝達部
材を有し、
　前記カップリング部材は前記回転力被伝達部材に傾動可能に連結されていることを特徴
とする請求項２１乃至２３のいずれか１項に記載のカートリッジ。
【請求項２５】
　前記回転力被伝達部材の回転軸線は前記ローラ軸線と実質一致していることを特徴とす
る請求項２４に記載のカートリッジ。
【請求項２６】
　前記回転力被伝達部材は、前記現像ローラ端部に設けられたことを特徴とする請求項２
４または２５に記載のカートリッジ。
【請求項２７】
　前記回転力被伝達部材の回転軸線は、前記ローラ軸線と一致せず実質平行であることを
特徴とする請求項２４に記載のカートリッジ。
【請求項２８】
　前記現像ローラ端部に設けられた他の回転力被伝達部材を有し、前記回転力が前記回転
力被伝達部材から前記他の回転力被伝達部材を介して前記現像ローラへ伝達されることを
特徴とする請求項２４または２７に記載のカートリッジ。
【請求項２９】
　前記回転力被伝達部材と前記他の回転力被伝達部材とはギア結合していることを特徴と
する請求項２８に記載のカートリッジ。
【請求項３０】
　前記駆動軸はその先端に半球面を有しており、
　前記カップリング部材は、前記カップリング部材が前記本体側係合部から前記回転力を
受けている状態で前記半球面に付勢される凹部を有することを特徴とする請求項２１乃至
２９のいずれか１項に記載のカートリッジ。
【請求項３１】
　前記凹部は、前記カップリング軸線の前記回転力伝達部側から前記回転力受け部側へ向
かうにしたがって前記カップリング軸線からの距離が広がる広がり部を有しており、
　前記広がり部が前記半球面に付勢されることを特徴とする請求項３０に記載のカートリ
ッジ。
【請求項３２】
　前記カップリング部材は、前記カートリッジの前記取り外し方向への移動に伴って、前
記本体側係合部から力を受けて傾動するように構成されたことを特徴とする請求項２１乃
至３１のいずれか１項に記載のカートリッジ。
【請求項３３】
　前記カートリッジの前記取り外し方向への移動に伴って、前記カップリング部材が傾動
するように前記カップリング部材を付勢する傾動補助付勢部材を有することを特徴とする
請求項２１乃至３１のいずれか１項に記載のカートリッジ。
【請求項３４】
　前記カートリッジの前記取り外し方向は上方であり、
　前記カップリング部材は、前記カートリッジの前記取り外し方向への移動に伴って、そ
の自重により傾動するように構成されたことを特徴とする請求項２１乃至３１のいずれか
１項に記載のカートリッジ。
【請求項３５】
　前記カップリング部材が前記本体側係合部から前記回転力を受けることが可能な状態で
は、前記カップリング軸線が前記ローラ軸線と実質平行であることを特徴とする請求項２
１乃至３４のいずれか１項に記載のカートリッジ。
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【請求項３６】
　前記カップリング部材が前記本体側係合部から離脱する際に、前記カップリング部材が
、前記カップリング軸線が前記ローラ軸線となす角度が２０～６０°となるように、傾動
することを特徴とする請求項２１乃至３５のいずれか１項に記載のカートリッジ。
【請求項３７】
　前記潜像が形成される感光体に対し前記現像ローラが接離可能に構成され、
　前記装置本体に装着された状態において、前記現像ローラの接離動作に伴い前記カップ
リング部材が傾動するように構成されたことを特徴とする請求項２１乃至３６のいずれか
１項に記載のカートリッジ。
【請求項３８】
　前記感光体と、前記装置本体に設けられた他の本体側係合部から受けた回転力を前記感
光体に伝達する他のカップリング部材と、を有することを特徴とする請求項３７に記載の
カートリッジ。
【請求項３９】
　前記他のカップリング部材は、捩れた突起を有することを特徴とする請求項３８に記載
のカートリッジ。
【請求項４０】
　前記他のカップリング部材は、その回転軸線が前記感光体の回転軸線に対し傾斜するよ
うに傾動可能であることを特徴とする請求項３８に記載のカートリッジ。
【請求項４１】
　駆動軸と前記駆動軸に設けられた回転力付与部とを有する本体側係合部であって、モー
タにより回転される本体側係合部を備えた電子写真画像形成装置本体から、前記駆動軸の
駆動軸線方向と実質的に直交する取り外し方向に移動して取り外されるカートリッジであ
って、
　潜像を現像するべくローラ軸線を中心に回転可能な現像ローラと、
　前記回転力付与部と係合して前記本体側係合部から前記現像ローラを回転させるための
回転力を受ける回転力受け部と、前記回転力受け部を介して受けた前記回転力を前記現像
ローラへ伝達する回転力伝達部と、を有し、前記本体側係合部から前記回転力を受けるこ
とによりカップリング軸線を中心に回転可能であり、前記カップリング軸線が前記ローラ
軸線に対して傾斜するように傾動可能なカップリング部材と、
を有し、
　前記回転力受け部が前記回転力付与部の前記取り外し方向上流側の背後に位置する際に
は、前記カップリング軸線の前記回転力受け部側が前記回転力伝達部側よりも前記取り外
し方向の上流側に位置するように前記カップリング部材が傾動することに伴って前記回転
力受け部が前記回転力付与部の前記取り外し方向上流側の背後から退避することにより、
前記カップリング部材が前記本体側係合部から離脱可能に構成されたことを特徴とするカ
ートリッジ。
【請求項４２】
　前記カートリッジの前記取り外し方向への移動に伴って前記カップリング部材が傾動す
ることにより、前記回転力受け部が前記回転力付与部の前記取り外し方向上流側の背後か
ら退避可能に構成されたことを特徴とする請求項４１に記載のカートリッジ。
【請求項４３】
　前記カップリング部材の前記回転力伝達部から前記回転力が伝達される回転力被伝達部
材を有し、
　前記カップリング部材は前記回転力被伝達部材に傾動可能に連結されていることを特徴
とする請求項４１又は４２に記載のカートリッジ。
【請求項４４】
　前記回転力被伝達部材の回転軸線は前記ローラ軸線と実質一致していることを特徴とす
る請求項４３に記載のカートリッジ。
【請求項４５】
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　前記回転力被伝達部材は、前記現像ローラ端部に設けられたことを特徴とする請求項４
３または４４に記載のカートリッジ。
【請求項４６】
　前記回転力被伝達部材の回転軸線は、前記ローラ軸線と一致せず実質平行であることを
特徴とする請求項４３に記載のカートリッジ。
【請求項４７】
　前記現像ローラ端部に設けられた他の回転力被伝達部材を有し、前記回転力が前記回転
力被伝達部材から前記他の回転力被伝達部材を介して前記現像ローラへ伝達されることを
特徴とする請求項４３または４６に記載のカートリッジ。
【請求項４８】
　前記回転力被伝達部材と前記他の回転力被伝達部材とはギア結合していることを特徴と
する請求項４７に記載のカートリッジ。
【請求項４９】
　前記駆動軸はその先端に半球面を有しており、
　前記カップリング部材は、前記カップリング部材が前記本体側係合部から前記回転力を
受けている状態で前記半球面に付勢される凹部を有することを特徴とする請求項４１乃至
４８のいずれか１項に記載のカートリッジ。
【請求項５０】
　前記凹部は、前記カップリング軸線の前記回転力伝達部側から前記回転力受け部側へ向
かうにしたがって前記カップリング軸線からの距離が広がる広がり部を有しており、
　前記広がり部が前記半球面に付勢されることを特徴とする請求項４９に記載のカートリ
ッジ。
【請求項５１】
　前記カップリング部材は、前記カートリッジの前記取り外し方向への移動に伴って、前
記本体側係合部から力を受けて傾動するように構成されたことを特徴とする請求項４１乃
至５０のいずれか１項に記載のカートリッジ。
【請求項５２】
　前記カートリッジの前記取り外し方向への移動に伴って、前記カップリング部材が傾動
するように前記カップリング部材を付勢する傾動補助付勢部材を有することを特徴とする
請求項４１乃至５０のいずれか１項に記載のカートリッジ。
【請求項５３】
　前記カートリッジの前記取り外し方向は上方であり、
　前記カップリング部材は、前記カートリッジの前記取り外し方向への移動に伴って、そ
の自重により傾動するように構成されたことを特徴とする請求項４１乃至５０のいずれか
１項に記載のカートリッジ。
【請求項５４】
　前記カップリング部材が前記本体側係合部から前記回転力を受けることが可能な状態で
は、前記カップリング軸線が前記ローラ軸線と実質平行であることを特徴とする請求項４
１乃至５３のいずれか１項に記載のカートリッジ。
【請求項５５】
　前記カップリング部材が前記本体側係合部から離脱する際に、前記カップリング部材が
、前記カップリング軸線が前記ローラ軸線となす角度が２０～６０°となるように、傾動
することを特徴とする請求項４１乃至５４のいずれか１項に記載のカートリッジ。
【請求項５６】
　前記潜像が形成される感光体に対し前記現像ローラが接離可能に構成され、
　前記装置本体に装着された状態において、前記現像ローラの接離動作に伴い前記カップ
リング部材が傾動するように構成されたことを特徴とする請求項４１乃至５５のいずれか
１項に記載のカートリッジ。
【請求項５７】
　前記感光体と、前記装置本体に設けられた他の本体側係合部から受けた回転力を前記感
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光体に伝達する他のカップリング部材と、を有することを特徴とする請求項５６に記載の
カートリッジ。
【請求項５８】
　前記他のカップリング部材は、捩れた突起を有することを特徴とする請求項５７に記載
のカートリッジ。
【請求項５９】
　前記他のカップリング部材は、その回転軸線が前記感光体の回転軸線に対し傾斜するよ
うに傾動可能であることを特徴とする請求項５７に記載のカートリッジ。
【請求項６０】
　駆動軸と前記駆動軸に設けられた回転力付与部とを有する本体側係合部であって、モー
タにより回転される本体側係合部を備えた電子写真画像形成装置本体から、前記駆動軸の
駆動軸線方向と実質的に直交する取り外し方向に移動して取り外されるカートリッジであ
って、
　潜像を現像するべくローラ軸線を中心に回転可能な現像ローラと、
　前記現像ローラを回転させるための回転力を伝達するためにカップリング軸線を中心に
回転可能なカップリング部材であって、前記カップリング部材の前記カップリング軸線上
に中心を有する仮想円上に前記中心を挟んで対向して位置するように複数個配置されてお
り、前記回転力付与部と係合して前記本体側係合部から前記回転力を受ける回転力受け部
と、前記回転力受け部を介して受けた前記回転力を前記現像ローラへ伝達する回転力伝達
部と、を有し、前記カップリング軸線が前記ローラ軸線に対して傾斜するように傾動可能
なカップリング部材と、
　前記回転力伝達部から前記回転力が伝達される回転力被伝達部材であって、前記カップ
リング部材が傾動可能に連結されている回転力被伝達部材と、
を有し、
　前記カートリッジの前記取り外し方向への移動に伴って前記カップリング軸線の前記回
転力受け部側が前記回転力伝達部側よりも前記取り外し方向において上流側に位置するよ
うに前記カップリング部材が傾動可能に構成され、
　前記回転力受け部が前記回転力付与部の前記取り外し方向上流側の背後に位置する際に
は、前記カップリング部材の傾動に伴って前記回転力受け部が前記回転力付与部の前記取
り外し方向上流側の背後から退避することにより、前記カップリング部材が前記本体側係
合部から離脱可能に構成されたことを特徴とするカートリッジ。
【請求項６１】
　前記回転力被伝達部材の回転軸線は前記ローラ軸線と実質一致していることを特徴とす
る請求項６０に記載のカートリッジ。
【請求項６２】
　前記回転力被伝達部材は前記現像ローラ端部に設けられたことを特徴とする請求項６０
または６１に記載のカートリッジ。
【請求項６３】
　前記回転力被伝達部材の回転軸線は前記ローラ軸線と一致せず実質平行であることを特
徴とする請求項６０に記載のカートリッジ。
【請求項６４】
　前記現像ローラ端部に設けられた他の回転力被伝達部材を有し、前記回転力が前記回転
力被伝達部材から前記他の回転力被伝達部材を介して前記現像ローラへ伝達されることを
特徴とする請求項６０または６３に記載のカートリッジ。
【請求項６５】
　前記回転力被伝達部材と前記他の回転力被伝達部材とはギア結合していることを特徴と
する請求項６４に記載のカートリッジ。
【請求項６６】
　前記駆動軸はその先端に半球面を有しており、
　前記カップリング部材は、前記カップリング部材が前記本体側係合部から前記回転力を
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受けている状態で前記半球面に付勢される凹部を有することを特徴とする請求項６０乃至
６５のいずれか１項に記載のカートリッジ。
【請求項６７】
　前記凹部は、前記カップリング軸線の前記回転力伝達部側から前記回転力受け部側へ向
かうにしたがって前記カップリング軸線からの距離が広がる広がり部を有しており、
　前記広がり部が前記半球面に付勢されることを特徴とする請求項６６に記載のカートリ
ッジ。
【請求項６８】
　前記カップリング部材は、前記カートリッジの前記取り外し方向への移動に伴って、前
記本体側係合部から力を受けて傾動するように構成されたことを特徴とする請求項６０乃
至６７のいずれか１項に記載のカートリッジ。
【請求項６９】
　前記カートリッジの前記取り外し方向への移動に伴って、前記カップリング部材が傾動
するように前記カップリング部材を付勢する傾動補助付勢部材を有することを特徴とする
請求項６０乃至６７のいずれか１項に記載のカートリッジ。
【請求項７０】
　前記カートリッジの前記取り外し方向は上方であり、
　前記カップリング部材は、前記カートリッジの前記取り外し方向への移動に伴って、そ
の自重により傾動するように構成されたことを特徴とする請求項６０乃至６７のいずれか
１項に記載のカートリッジ。
【請求項７１】
　前記カップリング部材が前記本体側係合部から前記回転力を受けることが可能な状態で
は、前記カップリング軸線が前記ローラ軸線と実質平行であることを特徴とする請求項６
０乃至７０のいずれか１項に記載のカートリッジ。
【請求項７２】
　前記カップリング部材が前記本体側係合部から離脱する際に、前記カップリング部材が
、前記カップリング軸線が前記ローラ軸線となす角度が２０～６０°となるように、傾動
することを特徴とする請求項６０乃至７１のいずれか１項に記載のカートリッジ。
【請求項７３】
　前記潜像が形成される感光体に対し前記現像ローラが接離可能に構成され、
　前記装置本体に装着された状態において、前記現像ローラの接離動作に伴い前記カップ
リング部材が傾動するように構成されたことを特徴とする請求項６０乃至７２のいずれか
１項に記載のカートリッジ。
【請求項７４】
　前記感光体と、前記装置本体に設けられた他の本体側係合部から受けた回転力を前記感
光体に伝達する他のカップリング部材と、を有することを特徴とする請求項７３に記載の
カートリッジ。
【請求項７５】
　前記他のカップリング部材は、捩れた突起を有することを特徴とする請求項７３に記載
のカートリッジ。
【請求項７６】
　前記他のカップリング部材は、その回転軸線が前記感光体の回転軸線に対し傾斜するよ
うに傾動可能であることを特徴とする請求項７３に記載のカートリッジ。
【請求項７７】
　記録媒体に画像を形成する電子写真画像形成装置において、
　駆動軸と前記駆動軸に設けられた回転力付与部とを有する本体側係合部であって、モー
タにより回転される本体側係合部を備えた電子写真画像形成装置本体と、
　前記電子写真画像形成装置本体から、前記駆動軸の駆動軸線方向と実質的に直交する取
り外し方向に移動して取り外されるカートリッジであって、
ｉ）潜像を現像するべくローラ軸線を中心に回転可能な現像ローラと、



(9) JP 2009-300516 A5 2011.7.28

ｉｉ）前記回転力付与部と係合して前記本体側係合部から前記現像ローラを回転させるた
めの回転力を受ける回転力受け部と、前記回転力受け部を介して受けた前記回転力を前記
現像ローラへ伝達する回転力伝達部と、を有し、前記本体側係合部から前記回転力を受け
ることによりカップリング軸線を中心に回転可能なカップリング部材と、
を有するカートリッジと、
を有し、
　前記カップリング軸線の前記回転力受け部側が前記回転力伝達部側よりも前記取り外し
方向の上流側に位置するように前記カップリング部材が傾動可能に構成され、この傾動に
より前記カップリング部材が前記本体側係合部から離脱可能となることを特徴とする電子
写真画像形成装置。
【請求項７８】
　前記カートリッジの前記取り外し方向への移動に伴って、前記カップリング軸線の前記
回転力受け部側が前記回転力伝達部側よりも前記取り外し方向の上流側に位置するように
前記カップリング部材が傾動し、
　前記カートリッジの前記取り外し方向への更なる移動に伴って、前記カップリング部材
が前記本体側係合部から離脱することを特徴とする請求項７７に記載の電子写真画像形成
装置。
【請求項７９】
　前記回転力受け部が前記回転力付与部の前記取り外し方向上流側の背後に位置する際に
は、前記カップリング部材の傾動に伴って前記回転力受け部が前記回転力付与部の前記取
り外し方向上流側の背後から退避することにより、前記カップリング部材が前記本体側係
合部から離脱可能に構成されたことを特徴とする請求項７７または７８に記載の電子写真
画像形成装置。
【請求項８０】
　前記カートリッジは、前記カップリング部材の前記回転力伝達部から前記回転力が伝達
される回転力被伝達部材を有し、
　前記カップリング部材は前記回転力被伝達部材に傾動可能に連結されていることを特徴
とする請求項７７乃至７９のいずれか１項に記載の電子写真画像形成装置。
【請求項８１】
　前記回転力被伝達部材の回転軸線は、前記ローラ軸線と実質一致していることを特徴と
する請求項８０に記載の電子写真画像形成装置。
【請求項８２】
　前記回転力被伝達部材は、前記現像ローラ端部に設けられたことを特徴とする請求項８
０または８１に記載の電子写真画像形成装置。
【請求項８３】
　前記回転力被伝達部材の回転軸線は、前記ローラ軸線と一致せず実質平行であることを
特徴とする請求項８０に記載の電子写真画像形成装置。
【請求項８４】
　前記カートリッジは、前記現像ローラ端部に設けられた他の回転力被伝達部材を有し、
　前記回転力が前記回転力被伝達部材から前記他の回転力被伝達部材を介して前記現像ロ
ーラへ伝達されることを特徴とする請求項８０または８３に記載の電子写真画像形成装置
。
【請求項８５】
　前記回転力被伝達部材と前記他の回転力被伝達部材とはギア結合していることを特徴と
する請求項８４に記載の電子写真画像形成装置。
【請求項８６】
　前記駆動軸はその先端に半球面を有しており、
　前記カップリング部材は、前記カップリング部材が前記本体側係合部から前記回転力を
受けている状態で前記半球面に付勢される凹部を有することを特徴とする請求項７７乃至
８５のいずれか１項に記載の電子写真画像形成装置。
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【請求項８７】
　前記凹部は、前記カップリング軸線の前記回転力伝達部側から前記回転力受け部側へ向
かうにしたがって前記カップリング軸線からの距離が広がる広がり部を有しており、
　前記広がり部が前記半球面に付勢されることを特徴とする請求項８６に記載の電子写真
画像形成装置。
【請求項８８】
　前記カップリング部材は、前記カートリッジの前記取り外し方向への移動に伴って、前
記本体側係合部から力を受けて傾動するように構成されたことを特徴とする請求項７７乃
至８７のいずれか１項に記載の電子写真画像形成装置。
【請求項８９】
　前記カートリッジの前記取り外し方向への移動に伴って、前記カップリング部材が傾動
するように前記カップリング部材を付勢する傾動補助付勢部材を有することを特徴とする
請求項７７乃至８７のいずれか１項に記載の電子写真画像形成装置。
【請求項９０】
　前記カートリッジの前記取り外し方向は上方であり、
　前記カップリング部材は、前記カートリッジの前記取り外し方向への移動に伴って、そ
の自重により傾動するように構成されたことを特徴とする請求項７７乃至８７のいずれか
１項に記載の電子写真画像形成装置。
【請求項９１】
　前記カップリング部材が前記本体側係合部から前記回転力を受けることが可能な状態で
は、前記カップリング軸線が前記ローラ軸線と実質平行であることを特徴とする請求項７
７乃至９０のいずれか１項に記載の電子写真画像形成装置。
【請求項９２】
　前記カップリング部材が前記本体側係合部から離脱する際に、前記カップリング部材が
、前記カップリング軸線が前記ローラ軸線となす角度が２０～６０°となるように、傾動
することを特徴とする請求項７７乃至９１のいずれか１項に記載の電子写真画像形成装置
。
【請求項９３】
　前記潜像が形成される感光体に対し前記現像ローラが接離可能に構成され、
　前記装置本体に装着された状態において、前記現像ローラの接離動作に伴い前記カップ
リング部材が傾動するように構成されたことを特徴とする請求項７７乃至９２のいずれか
１項に記載の電子写真画像形成装置。
【請求項９４】
　前記カートリッジは、前記感光体と、前記装置本体に設けられた他の本体側係合部から
受けた回転力を前記感光体に伝達する他のカップリング部材と、を有することを特徴とす
る請求項９３に記載の電子写真画像形成装置。
【請求項９５】
　前記他のカップリング部材は、捩れた突起を有することを特徴とする請求項９３に記載
の電子写真画像形成装置。
【請求項９６】
　前記他のカップリング部材は、その回転軸線が前記感光体の回転軸線に対し傾斜するよ
うに傾動可能であることを特徴とする請求項９３に記載の電子写真画像形成装置。
【請求項９７】
　記録媒体に画像を形成する電子写真画像形成装置において、
　駆動軸と前記駆動軸に設けられた回転力付与部とを有する本体側係合部であって、モー
タにより回転される本体側係合部を備えた電子写真画像形成装置本体と、
　前記電子写真画像形成装置本体から、前記駆動軸の駆動軸線方向と実質的に直交する取
り外し方向に移動して取り外されるカートリッジであって、
ｉ）潜像を現像するべくローラ軸線を中心に回転可能な現像ローラと、
ｉｉ）前記回転力付与部と係合して前記本体側係合部から前記現像ローラを回転させるた
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めの回転力を受ける回転力受け部と、前記回転力受け部を介して受けた前記回転力を前記
現像ローラへ伝達する回転力伝達部と、を有し、前記本体側係合部から前記回転力を受け
ることによりカップリング軸線を中心に回転可能であり、前記カップリング軸線が前記ロ
ーラ軸線に対して傾斜するように傾動可能なカップリング部材と、を有するカートリッジ
と、
を有し、
　前記回転力受け部が前記回転力付与部の前記取り外し方向上流側の背後に位置する際に
は、前記カップリング部材の傾動に伴って前記回転力受け部が前記回転力付与部の前記取
り外し方向上流側の背後から退避することにより、前記カップリング部材が前記本体側係
合部から離脱可能に構成されたことを特徴とする電子写真画像形成装置。
【請求項９８】
　記録媒体に画像を形成する電子写真画像形成装置において、
　駆動軸と前記駆動軸に設けられた回転力付与部とを有する本体側係合部であって、モー
タにより回転される本体側係合部を備えた電子写真画像形成装置本体と、
前記電子写真画像形成装置本体から、前記駆動軸の駆動軸線方向と実質的に直交する取り
外し方向に移動して取り外されるカートリッジであって、
ｉ）潜像を現像するべくローラ軸線を中心に回転可能な現像ローラと、
ｉｉ）前記回転力付与部と係合して前記本体側係合部から前記現像ローラを回転させるた
めの回転力を受ける回転力受け部と、前記回転力受け部を介して受けた前記回転力を前記
現像ローラへ伝達する回転力伝達部と、を有し、前記本体側係合部から前記回転力を受け
ることによりカップリング軸線を中心に回転可能であり、前記カップリング軸線が前記ロ
ーラ軸線に対して傾斜するように傾動可能なカップリング部材であって、前記回転力受け
部が前記回転力付与部の前記取り外し方向上流側の背後に位置する際には、前記カップリ
ング部材の傾動に伴って前記回転力受け部が前記回転力付与部の前記取り外し方向上流側
の背後から退避することにより、前記本体側係合部から離脱可能なカップリング部材と、
を有するカートリッジと、
を有することを特徴とする電子写真画像形成装置。
【請求項９９】
　前記カートリッジの前記取り外し方向への移動に伴って前記カップリング部材が傾動す
ることにより、前記回転力受け部が前記回転力付与部の前記取り外し方向上流側の背後か
ら退避可能に構成されたことを特徴とする請求項９７又は９８に記載の電子写真画像形成
装置。
【請求項１００】
　前記カートリッジは、前記カップリング部材の前記回転力伝達部から前記回転力が伝達
される回転力被伝達部材を有し、
　前記カップリング部材は前記回転力被伝達部材に傾動可能に連結されていることを特徴
とする請求項９７乃至９９のいずれか１項に記載の電子写真画像形成装置。
【請求項１０１】
　前記回転力被伝達部材の回転軸線は前記ローラ軸線と実質一致していることを特徴とす
る請求項１００に記載の電子写真画像形成装置。
【請求項１０２】
　前記回転力被伝達部材は、前記現像ローラ端部に設けられたことを特徴とする請求項１
００または１０１に記載の電子写真画像形成装置。
【請求項１０３】
　前記回転力被伝達部材の回転軸線は、前記ローラ軸線と一致せず実質平行であることを
特徴とする請求項１００に記載の電子写真画像形成装置。
【請求項１０４】
　前記現像ローラ端部に設けられた他の回転力被伝達部材を有し、前記回転力が前記回転
力被伝達部材から前記他の回転力被伝達部材を介して前記現像ローラへ伝達されることを
特徴とする請求項１００または１０３に記載の電子写真画像形成装置。
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【請求項１０５】
　前記回転力被伝達部材と前記他の回転力被伝達部材とはギア結合していることを特徴と
する請求項１０４に記載の電子写真画像形成装置。
【請求項１０６】
　前記駆動軸はその先端に半球面を有しており、
　前記カップリング部材は、前記カップリング部材が前記本体側係合部から前記回転力を
受けている状態で前記半球面に付勢される凹部を有することを特徴とする請求項９７乃至
１０５のいずれか１項に記載の電子写真画像形成装置。
【請求項１０７】
　前記凹部は、前記カップリング軸線の前記回転力伝達部側から前記回転力受け部側へ向
かうにしたがって前記カップリング軸線からの距離が広がる広がり部を有しており、
　前記広がり部が前記半球面に付勢されることを特徴とする請求項１０６に記載の電子写
真画像形成装置。
【請求項１０８】
　前記カップリング部材は、前記カートリッジの前記取り外し方向への移動に伴って、前
記本体側係合部から力を受けて傾動するように構成されたことを特徴とする請求項９７乃
至１０７のいずれか１項に記載の電子写真画像形成装置。
【請求項１０９】
　前記カートリッジの前記取り外し方向への移動に伴って、前記カップリング部材が傾動
するように前記カップリング部材を付勢する傾動補助付勢部材を有することを特徴とする
請求項９７乃至１０７のいずれか１項に記載の電子写真画像形成装置。
【請求項１１０】
　前記カートリッジの前記取り外し方向は上方であり、
　前記カップリング部材は、前記カートリッジの前記取り外し方向への移動に伴って、そ
の自重により傾動するように構成されたことを特徴とする請求項９７乃至１０７のいずれ
か１項に記載の電子写真画像形成装置。
【請求項１１１】
　前記カップリング部材が前記本体側係合部から前記回転力を受けることが可能な状態で
は、前記カップリング軸線が前記ローラ軸線と実質平行であることを特徴とする請求項９
７乃至１１０のいずれか１項に記載の電子写真画像形成装置。
【請求項１１２】
　前記カップリング部材が前記本体側係合部から離脱する際に、前記カップリング部材が
、前記カップリング軸線が前記ローラ軸線となす角度が２０～６０°となるように、傾動
することを特徴とする請求項９７乃至１１１のいずれか１項に記載の電子写真画像形成装
置。
【請求項１１３】
　前記潜像が形成される感光体に対し前記現像ローラが接離可能に構成され、
　前記装置本体に装着された状態において、前記現像ローラの接離動作に伴い前記カップ
リング部材が傾動するように構成されたことを特徴とする請求項９７乃至１１２のいずれ
か１項に記載の電子写真画像形成装置。
【請求項１１４】
　前記カートリッジは、前記感光体と、前記装置本体に設けられた他の本体側係合部から
受けた回転力を前記感光体に伝達する他のカップリング部材と、を有することを特徴とす
る請求項１１３に記載の電子写真画像形成装置。
【請求項１１５】
　前記他のカップリング部材は、捩れた突起を有することを特徴とする請求項１１４に記
載の電子写真画像形成装置。
【請求項１１６】
　前記他のカップリング部材は、その回転軸線が前記感光体の回転軸線に対し傾斜するよ
うに傾動可能であることを特徴とする請求項１１４に記載の電子写真画像形成装置。
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【請求項１１７】
　記録媒体に画像を形成する電子写真画像形成装置において、
　駆動軸と前記駆動軸に設けられた回転力付与部とを有する本体側係合部であって、モー
タにより回転される本体側係合部を備えた電子写真画像形成装置本体と、
　前記電子写真画像形成装置本体から、前記駆動軸の駆動軸線方向と実質的に直交する取
り外し方向に移動して取り外されるカートリッジであって、
ｉ）潜像を現像するべくローラ軸線を中心に回転可能な現像ローラと、
ｉｉ）前記本体側係合部の前記回転力付与部と係合して前記現像ローラを回転させるため
の回転力を受ける回転力受け部と、前記回転力受け部を介して受けた前記回転力を前記現
像ローラへ伝達する回転力伝達部と、を有し、前記本体側係合部から前記回転力を受ける
ことによりカップリング軸線を中心に回転可能であり、前記カップリング軸線が前記ロー
ラ軸線に対して傾斜するように傾動可能なカップリング部材と、
を有するカートリッジと、
を有し、
　前記回転力受け部が前記回転力付与部の前記取り外し方向上流側の背後に位置する際に
は、前記カップリング軸線の前記回転力受け部側が前記回転力伝達部側よりも前記取り外
し方向の上流側に位置するように前記カップリング部材が傾動することに伴って前記回転
力受け部が前記回転力付与部の前記取り外し方向上流側の背後から退避することにより、
前記カップリング部材が前記本体側係合部から離脱可能に構成されたことを特徴とする電
子写真画像形成装置。
【請求項１１８】
　前記カートリッジの前記取り外し方向への移動に伴って前記カップリング部材が傾動す
ることにより、前記回転力受け部が前記回転力付与部の前記取り外し方向上流側の背後か
ら退避可能に構成されたことを特徴とする請求項１１７に記載の電子写真画像形成装置。
【請求項１１９】
　前記カートリッジは、前記カップリング部材の前記回転力伝達部から前記回転力が伝達
される回転力被伝達部材を有し、
　前記カップリング部材は前記回転力被伝達部材に傾動可能に連結されていることを特徴
とする請求項１１７又は１１８に記載の電子写真画像形成装置。
【請求項１２０】
　前記回転力被伝達部材の回転軸線は前記ローラ軸線と実質一致していることを特徴とす
る請求項１１９に記載の電子写真画像形成装置。
【請求項１２１】
　前記回転力被伝達部材は、前記現像ローラ端部に設けられたことを特徴とする請求項１
１９または１２０に記載の電子写真画像形成装置。
【請求項１２２】
　前記回転力被伝達部材の回転軸線は、前記ローラ軸線と一致せず実質平行であることを
特徴とする請求項１１９に記載の電子写真画像形成装置。
【請求項１２３】
　前記カートリッジは、前記現像ローラ端部に設けられた他の回転力被伝達部材を有し、
前記回転力が前記回転力被伝達部材から前記他の回転力被伝達部材を介して前記現像ロー
ラへ伝達されることを特徴とする請求項１１９または１２２に記載の電子写真画像形成装
置。
【請求項１２４】
　前記回転力被伝達部材と前記他の回転力被伝達部材とはギア結合していることを特徴と
する請求項１２３に記載の電子写真画像形成装置。
【請求項１２５】
　前記駆動軸はその先端に半球面を有しており、
　前記カップリング部材は、前記カップリング部材が前記本体側係合部から前記回転力を
受けている状態で前記半球面に付勢される凹部を有することを特徴とする請求項１１７乃
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至１２４のいずれか１項に記載の電子写真画像形成装置。
【請求項１２６】
　前記凹部は、前記カップリング軸線の前記回転力伝達部側から前記回転力受け部側へ向
かうにしたがって前記カップリング軸線からの距離が広がる広がり部を有しており、
　前記広がり部が前記半球面に付勢されることを特徴とする請求項１２５に記載の電子写
真画像形成装置。
【請求項１２７】
　前記カップリング部材は、前記カートリッジの前記取り外し方向への移動に伴って、前
記本体側係合部から力を受けて傾動するように構成されたことを特徴とする請求項１１７
乃至１２６のいずれか１項に記載の電子写真画像形成装置。
【請求項１２８】
　前記カートリッジの前記取り外し方向への移動に伴って、前記カップリング部材が傾動
するように前記カップリング部材を付勢する傾動補助付勢部材を有することを特徴とする
請求項１１７乃至１２６のいずれか１項に記載の電子写真画像形成装置。
【請求項１２９】
　前記カートリッジの前記取り外し方向は上方であり、
　前記カップリング部材は、前記カートリッジの前記取り外し方向への移動に伴って、そ
の自重により傾動するように構成されたことを特徴とする請求項１１７乃至１２６のいず
れか１項に記載の電子写真画像形成装置。
【請求項１３０】
　前記カップリング部材が前記本体側係合部から前記回転力を受けることが可能な状態で
は、前記カップリング軸線が前記ローラ軸線と実質平行であることを特徴とする請求項１
１７乃至１２９のいずれか１項に記載の電子写真画像形成装置。
【請求項１３１】
　前記カップリング部材が前記本体側係合部から離脱する際に、前記カップリング部材が
、前記カップリング軸線が前記ローラ軸線となす角度が２０～６０°となるように、傾動
することを特徴とする請求項１１７乃至１３０のいずれか１項に記載の電子写真画像形成
装置。
【請求項１３２】
　前記潜像が形成される感光体に対し前記現像ローラが接離可能に構成され、
　前記装置本体に装着された状態において、前記現像ローラの接離動作に伴い前記カップ
リング部材が傾動するように構成されたことを特徴とする請求項１１７乃至１３１のいず
れか１項に記載の電子写真画像形成装置。
【請求項１３３】
　前記カートリッジは、前記感光体と、前記装置本体に設けられた他の本体側係合部から
受けた回転力を前記感光体に伝達する他のカップリング部材と、を有することを特徴とす
る請求項１３２に記載の電子写真画像形成装置。
【請求項１３４】
　前記他のカップリング部材は、捩れた突起を有することを特徴とする請求項１３３に記
載の電子写真画像形成装置。
【請求項１３５】
　前記他のカップリング部材は、その回転軸線が前記感光体の回転軸線に対し傾斜するよ
うに傾動可能であることを特徴とする請求項１３３に記載の電子写真画像形成装置。
【請求項１３６】
　記録媒体に画像を形成する電子写真画像形成装置において、
駆動軸と前記駆動軸に設けられた回転力付与部とを有する本体側係合部であって、モータ
により回転される本体側係合部を備えた電子写真画像形成装置本体と、
　前記電子写真画像形成装置本体から、前記駆動軸の駆動軸線方向と実質的に直交する取
り外し方向に移動して取り外されるカートリッジであって、
ｉ）潜像を現像するべくローラ軸線を中心に回転可能な現像ローラと、
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ｉｉｉ）前記現像ローラを回転させるための回転力を伝達するためにカップリング軸線を
中心に回転可能なカップリング部材であって、前記カップリング部材の前記カップリング
軸線上に中心を有する仮想円上に前記中心を挟んで対向して位置するように複数個配置さ
れており、前記回転力付与部と係合して前記本体側係合部から前記回転力を受ける回転力
受け部と、前記回転力受け部を介して受けた前記回転力を前記現像ローラへ伝達する回転
力伝達部と、を有し、前記カップリング軸線が前記ローラ軸線に対して傾斜するように傾
動可能なカップリング部材と、
ｉｉｉ）前記回転力伝達部から前記回転力が伝達される回転力被伝達部材であって、前記
カップリング部材が傾動可能に連結されている回転力被伝達部材と、
を有するカートリッジと、
を有し、
　前記カートリッジの前記取り外し方向への移動に伴って前記カップリング軸線の前記回
転力受け部側が前記回転力伝達部側よりも前記取り外し方向において上流側に位置するよ
うに前記カップリング部材が傾動可能に構成され、
　前記回転力受け部が前記回転力付与部の前記取り外し方向上流側の背後に位置する際に
は、前記カップリング部材の傾動に伴って前記回転力受け部が前記回転力付与部の前記取
り外し方向上流側の背後から退避することにより、前記カップリング部材が前記本体側係
合部から離脱可能に構成されたことを特徴とする電子写真画像形成装置。
【請求項１３７】
　前記回転力被伝達部材の回転軸線は前記ローラ軸線と実質一致していることを特徴とす
る請求項１３６に記載の電子写真画像形成装置。
【請求項１３８】
　前記回転力被伝達部材は前記現像ローラ端部に設けられたことを特徴とする請求項１３
６または１３７に記載の電子写真画像形成装置。
【請求項１３９】
　前記回転力被伝達部材の回転軸線は前記ローラ軸線と一致せず実質平行であることを特
徴とする請求項１３６に記載の電子写真画像形成装置。
【請求項１４０】
　前記カートリッジは、前記現像ローラ端部に設けられた他の回転力被伝達部材を有し、
前記回転力が前記回転力被伝達部材から前記他の回転力被伝達部材を介して前記現像ロー
ラへ伝達されることを特徴とする請求項１３６または１３９に記載の電子写真画像形成装
置。
【請求項１４１】
　前記回転力被伝達部材と前記他の回転力被伝達部材とはギア結合していることを特徴と
する請求項１４０に記載の電子写真画像形成装置。
【請求項１４２】
　前記駆動軸はその先端に半球面を有しており、
　前記カップリング部材は、前記カップリング部材が前記本体側係合部から前記回転力を
受けている状態で前記半球面に付勢される凹部を有することを特徴とする請求項１３６乃
至１４１のいずれか１項に記載の電子写真画像形成装置。
【請求項１４３】
　前記凹部は、前記カップリング軸線の前記回転力伝達部側から前記回転力受け部側へ向
かうにしたがって前記カップリング軸線からの距離が広がる広がり部を有しており、
　前記広がり部が前記半球面に付勢されることを特徴とする請求項１４２に記載の電子写
真画像形成装置。
【請求項１４４】
　前記カップリング部材は、前記カートリッジの前記取り外し方向への移動に伴って、前
記本体側係合部から力を受けて傾動するように構成されたことを特徴とする請求項１３６
乃至１４３のいずれか１項に記載の電子写真画像形成装置。
【請求項１４５】
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　前記カートリッジの前記取り外し方向への移動に伴って、前記カップリング部材が傾動
するように前記カップリング部材を付勢する傾動補助付勢部材を有することを特徴とする
請求項１３６乃至１４３のいずれか１項に記載の電子写真画像形成装置。
【請求項１４６】
　前記カートリッジの前記取り外し方向は上方であり、
　前記カップリング部材は、前記カートリッジの前記取り外し方向への移動に伴って、そ
の自重により傾動するように構成されたことを特徴とする請求項１３６乃至１４３のいず
れか１項に記載の電子写真画像形成装置。
【請求項１４７】
　前記カップリング部材が前記本体側係合部から前記回転力を受けることが可能な状態で
は、前記カップリング軸線が前記ローラ軸線と実質平行であることを特徴とする請求項１
３６乃至１４６のいずれか１項に記載の電子写真画像形成装置。
【請求項１４８】
　前記カップリング部材が前記本体側係合部から離脱する際に、前記カップリング部材が
、前記カップリング軸線が前記ローラ軸線となす角度が２０～６０°となるように、傾動
することを特徴とする請求項１３６乃至１４７のいずれか１項に記載の電子写真画像形成
装置。
【請求項１４９】
　前記潜像が形成される感光体に対し前記現像ローラが接離可能に構成され、
　前記装置本体に装着された状態において、前記現像ローラの接離動作に伴い前記カップ
リング部材が傾動するように構成されたことを特徴とする請求項１３６乃至１４８のいず
れか１項に記載の電子写真画像形成装置。
【請求項１５０】
　前記カートリッジは、前記感光体と、前記装置本体に設けられた他の本体側係合部から
受けた回転力を前記感光体に伝達する他のカップリング部材と、を有することを特徴とす
る請求項１４９に記載の電子写真画像形成装置。
【請求項１５１】
　前記他のカップリング部材は、捩れた突起を有することを特徴とする請求項１５０に記
載の電子写真画像形成装置。
【請求項１５２】
　前記他のカップリング部材は、その回転軸線が前記感光体の回転軸線に対し傾斜するよ
うに傾動可能であることを特徴とする請求項１５０に記載の電子写真画像形成装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、カートリッジ、及び、前記カートリッジを用いられる電子写真画像形成装置
に関する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　本発明の他の目的は、本体カバーの開閉動作によって、現像ローラに回転力を伝達する
ための本体側カップリング部材を軸線方向へ移動させる機構を備えていない本体に用いら
れ、現像ローラを滑らかに回転させることができるカートリッジを提供するものである。
また、前記カートリッジを用いた電子写真画像形成装置を提供するものである。
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【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　本発明の他の目的は、駆動軸を備えた電子写真画像形成装置の本体から、前記駆動軸の
軸線と直交する方向に取り外されるカートリッジを提供するものである。また、前記カー
トリッジを用いた電子写真画像形成装置を提供するものである。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　本発明の他の目的は、本体に設けられた駆動軸の軸線と実質的に直交する方向に取り外
されること、及び、現像ローラを滑らかに回転させることができること、を共に実現した
カートリッジを提供するものである。また、カートリッジを用いた電子写真画像形成装置
を提供するものである。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　本発明の他の目的は、ギアとギアとの噛合によって、本体から回転力を受ける場合と比
較して、現像ローラを滑らかに回転することのできるカートリッジを提供するものである
。また、前記カートリッジを用いた電子写真画像形成装置を提供するものである。　本発
明の他の目的は、感光ドラムに対して位置決めされた現像カートリッジ（プロセスカート
リッジの現像器）であっても、確実に現像ローラに回転力を与えることができ、滑らかな
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回転を実現することができるカートリッジを提供するものである。また、前記カートリッ
ジを用いた電子写真画像形成装置を提供するものである。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　ここで、感光体と現像ローラとが接触した状態で、感光体に形成された静電潜像を現像
する、所謂接触現像方式が知られている。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　本発明の他の目的は、感光体に接触した現像ローラが、感光体から離れるために移動し
たとしても、現像ローラを滑らかに回転させることのできるカートリッジを提供するもの
である。また、前記カートリッジを用いた電子写真画像形成装置を提供するものである。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　ここで、感光体を回転させる回転力と現像ローラを回転させる回転力とを装置本体から
別々に受ける構成が知られている。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　本発明の他の目的は、感光体を回転させる回転力を受ける構成には、カップリングをそ
の軸線方向に進退させる構成を用いることのできるカートリッジを提供するものである。
また、前記カートリッジを用いた電子写真画像形成装置を提供するものである。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　前記課題を解決するための本発明は、
　駆動軸と前記駆動軸に設けられた回転力付与部とを有する本体側係合部であって、モー
タにより回転される本体側係合部を備えた電子写真画像形成装置本体から、前記駆動軸の
駆動軸線方向と実質的に直交する取り外し方向に移動して取り外されるカートリッジであ
って、
　潜像を現像するべくローラ軸線を中心に回転可能な現像ローラと、
　前記回転力付与部と係合して前記本体側係合部から前記現像ローラを回転させるための
回転力を受ける回転力受け部と、前記回転力受け部を介して受けた前記回転力を前記現像
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ローラへ伝達する回転力伝達部と、を有し、前記本体側係合部から前記回転力を受けるこ
とによりカップリング軸線を中心に回転可能なカップリング部材と、
を有し、
　前記カップリング軸線の前記回転力受け部側が前記回転力伝達部側よりも前記取り外し
方向の上流側に位置するように前記カップリング部材が傾動可能に構成され、この傾動に
より前記カップリング部材が前記本体側係合部から離脱可能となることを特徴とするもの
である。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　前記課題を解決するための他の本発明は、
　記録媒体に画像を形成する電子写真画像形成装置において、
　駆動軸と前記駆動軸に設けられた回転力付与部とを有する本体側係合部であって、モー
タにより回転される本体側係合部を備えた電子写真画像形成装置本体と、
前記電子写真画像形成装置本体から、前記駆動軸の駆動軸線方向と実質的に直交する取り
外し方向に移動して取り外されるカートリッジであって、
ｉ）潜像を現像するべくローラ軸線を中心に回転可能な現像ローラと、
ｉｉ）前記回転力付与部と係合して前記本体側係合部から前記現像ローラを回転させるた
めの回転力を受ける回転力受け部と、前記回転力受け部を介して受けた前記回転力を前記
現像ローラへ伝達する回転力伝達部と、を有し、前記本体側係合部から前記回転力を受け
ることによりカップリング軸線を中心に回転可能なカップリング部材と、
を有するカートリッジと、
を有し、
　前記カップリング軸線の前記回転力受け部側が前記回転力伝達部側よりも前記取り外し
方向の上流側に位置するように前記カップリング部材が傾動可能に構成され、この傾動に
より前記カップリング部材が前記本体側係合部から離脱可能となることを特徴とするもの
である。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　本発明によれば、駆動軸を備えた電子写真画像形成装置の本体から、前記駆動軸の軸線
と実質的に直交する方向に取り外し可能なカートリッジを提供することができた。前記カ
ートリッジを用いた電子写真画像形成装置を提供することができた。
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２０】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３５】
　本発明によれば、感光体に対して位置決めされたカートリッジであっても、確実に現像
ローラに回転力を与えることができ、滑らかな回転を実現することができた。
【手続補正２４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３６】
　他の本発明によれば、感光体に接触した現像ローラが、感光体から離れるために移動し
たとしても、現像ローラを滑らかに回転させることができた。
【手続補正２５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３７】
　他の本発明によれば、感光体を回転させる回転力を受ける構成には、カップリングをそ
の軸線方向に進退させる構成を用いることができる。
【手続補正２６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７８】
　図６（ｆ）に示すように、被駆動部１５０ａは、軸線Ｌ２に対して円錐状に広がった拡
開部である駆動軸挿入開口部１５０ｍを有する。開口部１５０ｍは、図に示すように凹部
１５０ｚ（広がり部）を構成している。凹部１５０ｚは、カップリング１５０の回転軸線
Ｌ２と同軸線上に位置している。
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